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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　個別のアウトバウンドパケットデータトラフィックチャネルが各送信キャリア信号にマ
ッピングされる、２つ以上の送信キャリア信号の各々を介してデータを遠隔ノードに送信
するための無線送受信器における方法であって、
　第１の受信キャリア信号に対応する第１の制御チャネルデータと、第２の受信キャリア
信号に対応する第２の制御チャネルデータとを結合することによって、アグリゲートされ
た制御チャネルデータを形成することと、個別のインバウンドパケットデータトラフィッ
クチャネルは前記第１及び第２の受信キャリア信号の各々にマッピングされることと、
　前記送信キャリア信号のうちの第２の送信キャリア信号についての前記アウトバウンド
パケットデータトラフィックチャネルを、第３の制御チャネルデータと時間多重して、ア
ウトバウンド結合物理チャネルを形成することと、
　前記アウトバウンド結合物理チャネルを拡散符号で拡散して、アウトバウンドスペクト
ル拡散信号を形成することと、
　トラフィックチャネルデータを前記遠隔ノードに前記２つ以上のアウトバウンドパケッ
トデータトラフィックチャネルの各々上で同時に送信し、当該送信は、前記アウトバウン
ドスペクトル拡散信号を前記送信キャリア信号のうちの前記第２の送信キャリア信号を介
して送信することを含むことと、
　前記アグリゲートされた制御チャネルデータを、前記送信キャリア信号のうちの第１の
送信キャリア信号にマッピングされる１つ以上の物理制御チャネルを用いて送信すること
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と、
　を含み、
　前記第１及び第２の制御チャネルデータは、
　前記第１及び第２の受信キャリア信号の各々に対応する電力制御コマンドと、
　前記第１及び第２の受信キャリア信号の各々についての前記インバウンドパケットデー
タトラフィックチャネル上で受信されるパケットデータに対応する、肯定応答データ、否
定応答データ、又はこれらの双方と、
　前記第１及び第２の受信キャリア信号の各々に対応するチャネル品質データと
　から成るグループから選択される、１つ以上の制御チャネルデータタイプを含む、
　方法。
【請求項２】
　前記第１及び第２の制御チャネルデータは、
　前記第１及び第２の受信キャリア信号の各々に対応する絶対的許可データであって、前
記対応する受信キャリア信号についての前記インバウンドパケットデータトラフィックチ
ャネル上での送信のための最大データレートを示す絶対的許可データと、
　前記第１及び第２の受信キャリア信号の各々に対応する相対的許可データであって、前
記対応する受信キャリア信号についての前記インバウンドパケットデータトラフィックチ
ャネル上での送信のためのデータレートにおける変化を示す相対的許可データと、
　から成るグループからさらに選択される、１つ以上の制御チャネルデータタイプを含む
、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　パイロットチャネルを前記送信キャリア信号の各々を介して送信することをさらに含む
、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第３の制御チャネルデータは、
　前記送信キャリア信号のうちの前記第２の送信キャリア信号についての前記アウトバウ
ンドパケットデータトラフィックチャネルに対応する送信バッファステータスデータと、
　前記送信キャリア信号のうちの前記第２の送信キャリア信号についての前記アウトバウ
ンドパケットデータトラフィックチャネルに対応する自動再送要求処理データと、
　前記送信キャリア信号のうちの前記第２の送信キャリア信号についての前記アウトバウ
ンドパケットデータトラフィックチャネルに対応するトランスポートフォーマットデータ
と、
　から成るグループから選択される、１つ以上の制御チャネルデータタイプを含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記アグリゲートされた制御チャネルデータを前記送信キャリア信号のうちの前記第１
の送信キャリア信号にマッピングされる１つ以上の物理制御チャネルを用いて送信するこ
とは、前記第１及び第２の受信キャリア信号の各々について１つ以上の時間スロットを制
御データに関連付ける所定のマッピングパターンに従って、前記第１及び第２の制御チャ
ネルデータのビットを、前記送信キャリア信号のうちの前記第１の送信キャリア信号の時
間スロットにマッピングすることによって、前記第１及び第２の制御チャネルデータを時
分割多重化することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１の制御チャネルデータと前記第２の制御チャネルデータとを結合することは、
　前記第１の制御チャネルデータから生成される第１のエラー検出コードを、前記遠隔ノ
ードに対応する第１の無線識別子でマスキングすることと、
　前記第２の制御チャネルデータから生成される第２のエラー検出コードを、前記遠隔ノ
ードに対応し且つ前記第１の無線識別子とは異なる第２の無線識別子でマスキングするこ
とと、
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　前記マスキングされた第１及び第２のエラー検出コードを、前記アグリゲートされた制
御チャネルデータに含めることと、
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１の制御チャネルデータと前記第２の制御チャネルデータとを結合することは、
前記第１及び第２の制御チャネルデータを、前記送信キャリア信号のうちの前記第１の送
信キャリア信号の第１及び第２のサブフレームを用いて時分割多重化することを含む、請
求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１の制御チャネルデータと前記第２の制御チャネルデータとを結合することは、
前記第１及び第２の制御チャネルデータを、それぞれ第１及び第２のチャネライゼーショ
ンコードを用いて符号分割多重化することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１の制御チャネルデータと前記第２の制御チャネルデータとを結合することは、
　前記第１の制御チャネルデータを、前記遠隔ノードに予め割り当てられた第１のシグネ
チャシーケンスで符号化することと、
　前記第２の制御チャネルデータを、前記第１のシグネチャシーケンスとは異なり、且つ
、前記遠隔ノードに予め割り当てられた、第２のシグネチャシーケンスで符号化すること
と、
　前記符号化された第１の制御チャネルデータと前記符号化された第２の制御チャネルデ
ータとを前記アグリゲートされた制御チャネルデータに含めることと、
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記アグリゲートされた制御チャネルデータを、前記送信キャリア信号のうちの前記第
１の送信キャリア信号にマッピングされる１つ以上の物理制御チャネルを用いて送信する
ことは、前記符号化された第１の制御チャネルデータと前記符号化された第２の制御チャ
ネルデータとを第１及び第２のチャネライゼーションコードを用いて符号分割多重化する
ことを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記アグリゲートされた制御チャネルデータを、前記送信キャリア信号のうちの前記第
１の送信キャリア信号にマッピングされる１つ以上の物理制御チャネルを用いて送信する
ことは、前記符号化された第１の制御チャネルデータと前記符号化された第２の制御チャ
ネルデータとを前記送信キャリア信号のうちの前記第１の送信キャリア信号の第１及び第
２のサブフレームを用いて時分割多重化することを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　対応する送信キャリア信号にマッピングされた２つ以上の個別のアウトバウンドパケッ
トデータトラフィックチャネルを介してデータを遠隔ノードに送信するように構成された
送信器回路と、第１及び第２の受信キャリア信号にそれぞれマッピングされた、第１及び
第２の個別のインバウンドパケットデータトラフィックチャネルを受信するように構成さ
れた受信器回路と、
　前記第１の受信キャリア信号に対応する第１の制御チャネルデータと、前記第２の受信
キャリア信号に対応する第２の制御チャネルデータとを結合することによって、アグリゲ
ートされた制御チャネルデータを形成し、
　前記送信キャリア信号のうちの第２の送信キャリア信号についての前記アウトバウンド
パケットデータトラフィックチャネルを、第３の制御チャネルデータと時間多重して、ア
ウトバウンド結合物理チャネルを形成し、
　前記アウトバウンド結合物理チャネルを拡散符号で拡散して、アウトバウンドスペクト
ル拡散信号を形成し、
　前記送信器回路を介し、前記アウトバウンドスペクトル拡散信号を前記送信キャリア信
号のうちの前記第２の送信キャリア信号を介して送信することにより、前記２つ以上のア
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ウトバウンドパケットデータトラフィックチャネルの各々上で、トラフィックチャネルデ
ータを前記遠隔ノードに同時に送信し、
　前記送信器回路を用いて、前記アグリゲートされた制御チャネルデータを、前記送信キ
ャリア信号のうちの第１の送信キャリア信号にマッピングされる１つ以上の物理制御チャ
ネルを用いて送信する
　ように構成された制御回路と、
　を備え、
　前記第１及び第２の制御チャネルデータは、
　前記第１及び第２の受信キャリア信号の各々に対応する電力制御コマンドと、
　前記第１及び第２の受信キャリア信号の各々についての前記インバウンドパケットデー
タトラフィックチャネル上で受信されるパケットデータに対応する、肯定応答データ、否
定応答データ、又はこれらの双方と、
　前記第１及び第２の受信キャリア信号の各々に対応するチャネル品質データと
　から成るグループから選択される、１つ以上の制御チャネルデータタイプを含む、
　無線送受信機。
【請求項１３】
　前記第１及び第２の制御チャネルデータは、
　前記第１及び第２の受信キャリア信号の各々に対応する絶対的許可データであって、前
記対応する受信キャリア信号についての前記インバウンドパケットデータトラフィックチ
ャネル上での送信のための最大データレートを示す絶対的許可データと、
　前記第１及び第２の受信キャリア信号の各々に対応する相対的許可データであって、前
記対応する受信キャリア信号についての前記インバウンドパケットデータトラフィックチ
ャネル上での送信のためのデータレートにおける変化を示す相対的許可データと、
　から成るグループからさらに選択される、１つ以上の制御チャネルデータタイプを含む
、
　請求項１２に記載の無線送受信機。
【請求項１４】
　前記送信器回路はさらに、前記送信キャリア信号の各々を介してパイロットチャネルを
送信するように構成される、請求項１２に記載の無線送受信機。
【請求項１５】
　前記第３の制御チャネルデータは、
　前記送信キャリア信号のうちの前記第２の送信キャリア信号についての前記アウトバウ
ンドパケットデータトラフィックチャネルに対応する送信バッファステータスデータと、
　前記送信キャリア信号のうちの前記第２の送信キャリア信号についての前記アウトバウ
ンドパケットデータトラフィックチャネルに対応する自動再送要求処理データと、
　前記送信キャリア信号のうちの前記第２の送信キャリア信号についての前記アウトバウ
ンドパケットデータトラフィックチャネルに対応するトランスポートフォーマットデータ
と、
　から成るグループから選択される、１つ以上の制御チャネルデータタイプを含む、
　請求項１２に記載の無線送受信機。
【請求項１６】
　前記制御回路は、前記第１及び第２の受信キャリア信号の各々について１つ以上の時間
スロットを制御データに関連付ける所定のマッピングパターンに従って、前記第１及び第
２の制御チャネルデータのビットを、前記送信キャリア信号のうちの前記第１の送信キャ
リア信号の時間スロットに時分割多重化することによって、前記送信器回路を用いて、前
記送信キャリア信号のうちの前記第１の送信キャリア信号にマッピングされた１つ以上の
物理制御チャネルを用いて、前記アグリゲートされた制御チャネルデータを送信するよう
に構成される、請求項１２に記載の無線送受信機。
【請求項１７】
　前記制御回路は、
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　前記第１の制御チャネルデータから生成される第１のエラー検出コードを、前記遠隔ノ
ードに対応する第１の無線識別子でマスキングすることと、
　前記第２の制御チャネルデータから生成される第２のエラー検出コードを、前記遠隔ノ
ードに対応し且つ前記第１の無線識別子とは異なる第２の無線識別子でマスキングするこ
とと、
　前記マスキングされた第１及び第２のエラー検出コードを、前記アグリゲートされた制
御チャネルデータに含めることと、
　によって、前記第１の制御チャネルデータと前記第２の制御チャネルデータとを結合す
るように構成される、
　請求項１２に記載の無線送受信機。
【請求項１８】
　前記制御回路は、前記第１及び第２の制御チャネルデータを、それぞれ第１及び第２の
チャネライゼーションコードを用いて符号分割多重化することによって、前記第１の制御
チャネルデータと前記第２の制御チャネルデータとを結合するように構成される、請求項
１２に記載の無線送受信機。
【請求項１９】
　前記制御回路は、前記第１及び第２の制御チャネルデータを前記送信キャリア信号のう
ちの前記第１の送信キャリア信号の第１及び第２のサブフレームを用いて時分割多重化す
ることによって、前記第１の制御チャネルデータと前記第２の制御チャネルデータとを結
合するように構成される、請求項１２に記載の無線送受信機。
【請求項２０】
　前記制御回路は、
　前記第１の制御チャネルデータを、前記遠隔ノードに予め割り当てられた第１のシグネ
チャシーケンスで符号化することと、
　前記第２の制御チャネルデータを、前記第１のシグネチャシーケンスとは異なり、且つ
、前記遠隔ノードに予め割り当てられた、第２のシグネチャシーケンスで符号化すること
と、
　前記符号化された第１の制御チャネルデータと前記符号化された第２の制御チャネルデ
ータとを前記アグリゲートされた制御チャネルデータに含めることと、
　によって、前記第１の制御チャネルデータと前記第２の制御チャネルデータとを結合す
るように構成される、
　請求項１２に記載の無線送受信機。
【請求項２１】
　前記制御回路は、前記符号化された第１の制御チャネルデータと前記符号化された第２
の制御チャネルデータとを第１及び第２のチャネライゼーションコードを用いて符号分割
多重化することによって、前記送信キャリア信号のうちの前記第１の送信キャリア信号に
マッピングされる１つ以上の物理制御チャネルを用いて、前記アグリゲートされた制御チ
ャネルデータを送信するように構成される、請求項２０に記載の無線送受信機。
【請求項２２】
　前記制御回路は、前記符号化された第１の制御チャネルデータと前記符号化された第２
の制御チャネルデータとを前記送信キャリア信号のうちの前記第１の送信キャリア信号の
第１及び第２のサブフレームを用いて時分割多重化することによって、前記送信キャリア
信号のうちの前記第１の送信キャリア信号にマッピングされる１つ以上の物理制御チャネ
ルを用いて、前記アグリゲートされた制御チャネルデータを送信するように構成される、
請求項２０に記載の無線送受信機。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般的に、無線通信システムに関し、より具体的には、制御チャネル情報を
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マルチキャリア高速無線データシステムにおいて効率的に送信する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　マルチキャリア（ＭＣ）高速パケットアクセス（ＨＳＰＡ：High-Speed　Packet-Acces
s）は現在、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ：3rd-Generation　Partn
ership　Project）によって標準化されつつある。３ＧＰＰのいわゆるリリース８の仕様
書では、２つの隣接するＨＳＰＡキャリアを用いるダウンリンクパケット通信がサポート
されている。アップリンクでは、当面、シングルキャリア送信のみが可能であるが、２つ
の隣接するアップリンクＨＳＰＡキャリアを用いる通信を、リリース９に盛り込むことを
狙った、３ＧＰＰの作業項目が存在する。この作業項目では、キャリアはできる限り広い
範囲でレガシーキャリアとして動作することが意図される。将来的な３ＧＰＰのリリース
においては、３つ以上のキャリアについてのサポートと、異なる周波数帯域における動作
を含め、ＭＣ－ＨＳＰＡを様々な方法で展開することが期待できる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　無線通信ネットワークが、より少ない回路交換データを送信する一方で、より多くのパ
ケットデータを送信するように発達し続けるにつれて、ＭＣ－ＨＳＰＡシステムの１つ以
上の補足キャリア（supplementary　carriers）がもっぱらパケットデータを送信するよ
うになることが考えられる。従って、これらのキャリアをパケットデータのみの送信に最
適化することは理にかなっている。しかしながら、今日では、広帯域符号分割多元接続（
ＷＣＤＭＡ：Wideband　Code-Division　Multiple　Access）に関する３ＧＰＰ標準は、
パケットデータのみの送信、特に、アップリンクについては次善（sub-optimal）である
。具体的には、現在の３ＧＰＰの仕様書（リリース７）は、アップリンクにおいて最大で
１１．５２メガビット／秒（Ｍｂｐｓ）のデータレートをサポートしているが、このよう
な高いレートを実現することは現実には困難である。それどころか、現在は、４Ｍｂｐｓ
のデータレートでさえ困難と考えられている。基本的な問題は、高いデータレートが使用
される場合に、基地局（又は、３ＧＰＰの用語では「ノードＢ」）において受信される電
力が、非常に高いレベルである必要があることである。しかしながら、データユーザから
高レベルの電力が受信されると、一般に、データサービスをサポートする重要な制御チャ
ネルについてパフォーマンスの低下及び著しい干渉が生じる。この干渉の増加に対処し、
且つ、制御チャネルのパフォーマンスの低下を軽減するために、ユーザ端末は、その送信
電力レベルを増加させようと試みてもよい。しかしながら、そのような動作は、不安定な
システムを生み出し得る。なぜなら、システムのライズオーバーサーマル（ＲｏＴ：rise
-over-thermal）の測定基準が制御不能となり得るからである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の幾つかの実施形態において、マルチキャリアＨＳＰＡシステムの２つ以上のダ
ウンリンクキャリアからの制御チャネルデータは、一つのダウンリンクアンカーキャリア
上にリマッピングされる（remapped）（即ち、アグリゲートされる（aggregated））か、
若しくは、複数のアップリンクキャリアからの制御チャネルデータが、一つのアップリン
クアンカーキャリア上にリマッピングされるか、又は、これらの双方である。多くの場合
、このアグリゲーションによって、アップリンク及びダウンリンクの一方又は双方におい
て１つ以上の「クリーンな（clean）」キャリアの設定が可能になる。
【０００５】
　より一般的には、本明細書に開示されるのは、個別のアウトバウンドパケットデータト
ラフィックチャネルが各送信キャリア信号にマッピングされる、データを遠隔ノードに２
つ以上の送信キャリア信号の各々を介して送信するための方法及び装置である。例示的な
方法において、２つ以上の受信キャリア信号の各々に対応する制御チャネルデータを結合
することによって、アグリゲートされた（aggregated）制御チャネルデータが形成され、
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２つ以上のアウトバウンドパケットデータトラフィックチャネルの各々上で、トラフィッ
クチャネルデータを前記遠隔ノードに同時に送信し、前記送信キャリア信号のうちの第１
の送信キャリア信号にマッピングされる１つ以上の物理制御チャネルを用いて、前記アグ
リゲートされた制御チャネルデータを送信する。
【０００６】
　幾つかの実施形態において、アグリゲートされた制御チャネルデータは、２つ以上の受
信キャリア信号の各々に対応する電力制御コマンドと、２つ以上の受信キャリア信号の各
々に対応する絶対的許可データであって、対応する受信キャリア信号についてのインバウ
ンドパケットデータトラフィックチャネル上での送信のための最大データレートを示す絶
対的許可データと、２つ以上の受信キャリア信号の各々に対応する相対的許可データであ
って、対応する受信キャリア信号についてのインバウンドパケットデータトラフィックチ
ャネル上での送信のためのデータレートにおける変化を示す相対的許可データと、２つ以
上の受信キャリア信号の各々についてのインバウンドパケットデータトラフィックチャネ
ル上で受信されるパケットデータに対応する、肯定応答データ、否定応答データ、又はこ
れらの双方と、２つ以上の受信キャリア信号の各々に対応するチャネル品質データとから
成るグループから選択される、１つ以上の制御チャネルデータタイプを含む。
【０００７】
　幾つかの実施形態において、アグリゲートされた制御チャネルデータを形成することは
、受信キャリア信号について付加的な制御チャネルデータを制御チャネルデータと結合す
ることをさらに含み、この付加的な制御チャネルデータは、２つ以上の送信キャリア信号
に対応する。これらの実施形態の一部において、この付加的な制御チャネルデータは、２
つ以上の送信キャリア信号の各々についてのアウトバウンドパケットデータトラフィック
チャネルに対応する送信バッファステータスデータと、２つ以上の送信キャリア信号の各
々についてのアウトバウンドパケットデータトラフィックチャネルに対応する自動再送要
求処理データと、２つ以上の送信キャリア信号の各々についてのアウトバウンドパケット
データトラフィックチャネルに対応するトランスポートフォーマットデータとから成るグ
ループから選択される、１つ以上の制御チャネルデータタイプを含む。幾つかの実施形態
において、上述した方法のうちの１つは、パイロットチャネルを送信キャリア信号の各々
を介して送信することをさらに含み得る。
【０００８】
　幾つかの実施形態において、上述した方法は、送信キャリア信号のうちの１つについて
のアウトバウンドパケットデータトラフィックチャネルを、送信キャリア信号についての
制御チャネルデータと時間多重して、アウトバウンド結合物理チャネルを形成することと
、アウトバウンド結合物理チャネルを拡散符号で拡散して、アウトバウンドスペクトル拡
散信号を形成することとを含み得る。これらの実施形態において、トラフィックチャネル
データを遠隔ノードに２つ以上のアウトバウンドパケットデータトラフィックチャネルの
各々上で同時に送信することは、アウトバウンドスペクトル拡散信号を送信キャリア信号
を介して送信することを含む。これらの実施形態の一部において、時間多重された制御チ
ャネルデータは、送信キャリア信号についてのアウトバウンドパケットデータトラフィッ
クチャネルに対応する送信バッファステータスデータと、送信キャリア信号についての前
記アウトバウンドパケットデータトラフィックチャネルに対応する自動再送要求処理デー
タと、送信キャリア信号についてのアウトバウンドパケットデータトラフィックチャネル
に対応するトランスポートフォーマットデータとから成るグループから選択される、１つ
以上の制御チャネルデータタイプを含む。
【０００９】
　幾つかの実施形態において、アグリゲートされた制御チャネルデータを送信キャリア信
号のうちの第１の送信キャリア信号にマッピングされる１つ以上の物理制御チャネルを用
いて送信することは、第１及び第２の受信キャリア信号の各々について１つ以上の時間ス
ロットを制御データに関連付ける所定のマッピングパターンに従って、この制御チャネル
データのビットを、送信キャリア信号のうちの第１の送信キャリア信号の時間スロットに
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マッピングすることによって、受信キャリア信号について制御チャネルデータを時分割多
重化することを含む。
【００１０】
　上記にまとめられた実施形態のうちの幾つかにおいて、２つ以上の受信キャリア信号に
ついての制御チャネルデータを結合することは、受信キャリア信号の第１及び第２の受信
信号についての制御チャネルデータを、送信キャリア信号のうちの第１の送信キャリア信
号の第１及び第２のサブフレームを用いて時分割多重化することを含む。他において、制
御チャネルデータを結合することは、受信キャリア信号のうちの第１の受信キャリア信号
についての制御チャネルデータから生成される第１のエラー検出コードを、前記遠隔ノー
ドに対応する第１の無線識別子でマスキングすることと、受信キャリア信号のうちの第２
の受信キャリア信号についての制御チャネルデータから生成される第２のエラー検出コー
ドを、遠隔ノードに対応し且つ第１の無線識別子とは異なる第２の無線識別子でマスキン
グすることと、マスキングされた第１及び第２のエラー検出コードを、アグリゲートされ
た制御チャネルデータに含めることとを含む。これら後者の実施形態のうちの幾つかにお
いて、制御チャネルデータを結合することは、受信キャリア信号のうちの第１及び第２の
受信キャリア信号についての制御チャネルデータを、それぞれ第１及び第２のチャネライ
ゼーションコードを用いて符号分割多重化することを含む。
【００１１】
　また別の実施形態において、２つ以上の受信キャリア信号についての制御チャネルデー
タを結合することは、第１の制御チャネルデータを、遠隔ノードに予め割り当てられた第
１のシグネチャシーケンスで符号化することと、第２の制御チャネルデータを、第１のシ
グネチャシーケンスとは異なり、且つ、遠隔ノードに予め割り当てられた、第２のシグネ
チャシーケンスで符号化することと、符号化された第１の制御チャネルデータと符号化さ
れた第２の制御チャネルデータとを、アグリゲートされた制御チャネルデータに含めるこ
ととを含む。これらの実施形態のうちの幾つかにおいて、送信キャリア信号のうちの第１
の送信キャリア信号にマッピングされた１つ以上の物理制御チャネルを用いて、アグリゲ
ートされた制御チャネルデータを送信することは、符号化された第１の制御チャネルデー
タ及び符号化された第２の制御チャネルデータを、第１及び第２のチャネライゼーション
コードを用いて符号分割多重化することを含む。他において、送信キャリア信号のうちの
第１の送信キャリア信号にマッピングされた１つ以上の物理制御チャネルを用いて、アグ
リゲートされた制御チャネルデータを送信することは、符号化された第１の制御チャネル
データ及び符号化された第２の制御チャネルデータを、送信キャリア信号のうちの第１の
送信キャリア信号の第１及び第２のサブフレームを用いて時分割多重化することを含む。
【００１２】
　上述されたいずれの方法も、またその変形例も、マルチキャリアＨＳＰＡシステムにお
けるノードＢ又は（３ＧＰＰ文書において、一般に、ユーザ機器又は「ＵＥ」と称される
）移動局といった、無線リンクの一端又は両端で使用するために、無線送受信機に実装さ
れ得る。従って、本発明の実施形態は、対応する送信キャリア信号にマッピングされた２
つ以上の個別のアウトバウンドパケットデータチャネルを介してデータを遠隔ノードに送
信するように構成された送信器回路と、第１及び第２の受信キャリア信号にそれぞれマッ
ピングされた、第１及び第２の個別のインバウンドパケットデータトラフィックチャネル
を受信するように構成された受信器回路と、上述した技法のうちの１つ以上を実行するよ
うに構成された制御回路とを備える無線送受信機を含む。特に、制御回路は、第１の受信
キャリア信号に対応する第１の制御チャネルデータと、第２の受信キャリア信号に対応す
る第２の制御チャネルデータとを結合することによって、アグリゲートされた制御チャネ
ルデータを形成し、送信器回路を介して、２つ以上のアウトバウンドパケットデータトラ
フィックチャネルの各々上で、トラフィックチャネルデータを遠隔ノードに同時に送信し
、アグリゲートされた制御チャネルデータを、送信キャリア信号のうちの第１の送信キャ
リア信号にマッピングされる１つ以上の物理制御チャネルを用いて送信するように構成さ
れてもよい。
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【００１３】
　本発明は、言うまでもなく、本発明の本質的特徴から逸脱することなく、本明細書に具
体的に記載されるもの以外の方法で実施されてよい。以下の説明を読むことで、また、添
付の図面を参照することで、記載される実施形態が例示的なものであって限定的なもので
はないこと、及び、添付の特許請求の範囲の意味及び均等の範囲内におさまるあらゆる変
更がそこに包含されることを当業者は認識するであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】マルチキャリア送信を利用する例示的な無線通信システムを示す。
【図２】本発明の幾つかの実施形態に係る無線送受信器の機能的な構成要素を示すブロッ
ク図である。
【図３】例示的な処理回路を示すブロック図である。
【図４】ＨＳＰＡシステムにおける、データチャネル及び制御チャネルのキャリアへのマ
ッピングを示す。
【図５】マルチキャリアシステムにおける、制御チャネルデータのダウンリンクアンカー
キャリア上へのアグリゲーションを示す。
【図６】マルチキャリアシステムにおける、制御チャネルデータのアップリンクアンカー
キャリア上へのアグリゲーションを示す。
【図７】ＨＳＰＡ　Ｅ－ＡＧＣＨチャネルのフレーム構造を示す。
【図８】ＨＳＰＡ　Ｅ－ＡＧＣＨチャネルのコーディングチェーンを示す。
【図９】ＨＳＰＡ　Ｅ－ＲＧＣＨ／Ｅ－ＨＩＣＨチャネルのフレーム構造を示す。
【図１０】ＨＳＰＡ　Ｆ－ＤＰＣＨチャネルのスロット構造を示す。
【図１１】ＨＳＰＡシステムにおけるアップリンクＤＰＣＣＨのスロット構造を示す。
【図１２】マルチキャリアシステムにおいて、アグリゲートされた制御チャネルデータを
送信する例示的な方法を示す処理フロー図である。
【図１３】本発明の幾つかの実施形態に係る、制御チャネルデータを結合する方法を示す
処理フロー図である。
【図１４】制御チャネルデータを結合する別の例示的な方法を示す処理フロー図である。
【図１５】制御チャネルデータを結合するさらに別の例示的な方法を示す処理フロー図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明の種々の観点は、３ＧＰＰによって現在開発されつつあるマルチキャリアＨＳＰ
Ａの仕様書に照らして、以下に記載される。言うまでもなく、本明細書に記載される技法
が、これら特定のシステムにおける適用には限定されず、既に開発されていようとこれか
ら計画されることになっていようと、他の無線システムに適用され得ることを、当業者は
理解するであろう。
【００１６】
　上述したように、無線リンクにおいて非常に高いパケットデータレートを実現すること
は、一般に、遠隔ノードにおいて受信される高速のデータチャネルの電力レベルが、非常
に高いことを必要とする。一方、制御チャネルデータは従来、（例えば、チャネライゼー
ションコードによって分けられる）１つ以上の別個の、低いレートの、物理チャネルでは
なく、高速データチャネルと同じキャリア上で送信される。高速データチャネルについて
要求される高い電力レベルは、これらの重要な制御チャネルに著しい干渉をもたらし得る
。上述の通り、この問題に対する１つの取り得る対応は、単に送信電力レベル全体を上げ
ることである。しかし、このアプローチは、カバレッジ（coverage）の悪化に加えて、不
安定なシステムパフォーマンスにもつながり得る。なぜなら、ＵＥは、増大した干渉レベ
ルを補償するのに充分なだけ、その送信電力を増加させることができないかもしれないか
らである。
【００１７】
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　各キャリアが少なくとも１つの別個の及び個別の高速データチャネルを備え、且つ、各
高速データチャネルが対応する制御チャネルデータを有する、マルチキャリアシステムに
おいて、別のアプローチは、異なるタイプのトラフィックを分けることで、複数のキャリ
アが存在するという事実を利用することである。例えば、制御チャネルといった、低レー
トの、遅延に敏感な（delay-sensitive）送信信号は、アンカーキャリアと呼ばれる特定
のキャリア上にアグリゲートされることができる。これらの制御チャネルを過度の干渉か
ら保護するために、非常に高いデータレートの送信信号は、このキャリア上では許可され
ないことがあり得る。代わりに、高レートの、ベストエフォート型のパケットデータ通信
が、１つ以上の補足（非アンカー（non-anchor））キャリアに制限され得るが、これは、
はるかに高いライズオーバーサーマル（ＲｏＴ）レベルを許容し得る。また、これは、場
合により、短期間のシステムの不安定性でさえも許容し得る。このようにして、１つ以上
の補足キャリアが、高いデータレートの送信信号が発生した場合に影響を受ける制御チャ
ネルが混在しない（not　cluttered）という意味で、「クリーンに（clean）」構成され
る。
【００１８】
　２００９年８月６日に出願された、出願番号第１２／５３７，１４８号、Ｙ．Ｐ．Ｅ．
Ｗａｎｇその他による、"Management　of　Uplink　Resources　in　Multi-Carrier　CDM
A　System"と題された、同時係属中の米国特許明細書（代理人整理番号Ｐ２７７３６、以
下「Ｗａｎｇ明細書」）には、アップリンクキャリアで低レートのトラフィックと高レー
トのトラフィックの分離を容易にするための制御シグナリング方法が開示されている。Ｗ
ａｎｇ明細書の全ての内容が、参照によって本明細書に包含される。特に、Ｗａｎｇ明細
書は、移動局がその送信バッファステータスの標識（indication）をノードＢのシステム
スケジューラに提供する方法を開示している。スケジューラが移動局のバッファステータ
スを把握している場合、スケジューラは、移動局によるアップリンクデータ送信をスケジ
ューリングするために、どのキャリアを使用するかに関して、移動局が送信すべきデータ
をまだ大量に有するのか、又は、少量のみを有するのかに基づいて、より良い決定を行う
ことができる。しかしながら、Ｗａｎｇ明細書に開示される技法は、概して、一度に１つ
のアップリンクキャリアだけを利用するように構成され、且つ、複数のダウンリンクキャ
リアと組み合わされた複数のアップリンクキャリア間でスイッチングすることができる移
動局の場合に適している。Ｗａｎｇ明細書は、本明細書の議論の焦点である、複数のキャ
リアからの制御チャネルトラフィックを単一のアンカーキャリア上にアグリゲートする（
aggregating）方法を対象としてはいない。
【００１９】
　本発明の幾つかの実施形態に係るマルチキャリアシステムにおいて、２つ以上のダウン
リンクキャリアからの制御チャネルは、単一のダウンリンクアンカーキャリア上にリマッ
ピングされる（remapped）。同様に、幾つかの実施形態において、２つ以上のアップリン
クキャリアからの制御チャネルは、１つのアップリンクアンカーキャリア上にアグリゲー
トされる。このアグリゲーションアプローチにより、アップリンク及びダウンリンクの双
方で「クリーンな」キャリア、即ち、高速パケットデータのみを搬送する、又は、高速パ
ケットデータに加えて限られた量の制御チャネルデータのみを搬送するキャリアの構成が
可能となる。
【００２０】
　以下の詳細な議論にコンテキストを与えるべく、図１は、本発明の幾つかの実施形態に
係るマルチキャリア無線システムの簡略図である。図１に示されるシステムは、ノードＢ
１００と移動局１５０とを備える。ノードＢ１００は、２つのキャリア、即ち、ＤＬキャ
リア１及びＤＬキャリア２上で、データを移動局１５０に送信しており、且つ、２つのキ
ャリア、即ち、ＵＬキャリア１及びＵＬキャリア２の各々上で、データを移動局１５０か
ら受信している。以下に、より詳細に記載されるように、移動局１５０は、通常はＵＬキ
ャリア２上で搬送される制御データと、通常はＤＬキャリア１に関連付られて、ＵＬキャ
リア１上で送信される制御チャネルデータとを結合するように構成されてもよい。このア
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プローチは、ＵＬキャリア２を「クリーンな」状態、即ち、高速パケットデータチャネル
のみを搬送し、又は、高速パケットデータチャネルと共に非常に限られた量の制御チャネ
ルデータのみを搬送する状態にし得る。同様のアプローチは、ノードＢ１００によって、
ＤＬキャリア１及びＤＬキャリア２に関して採用されてもよい。
【００２１】
　図２は、本発明の幾つかの実施形態に係る送受信器システム２００の機能的な要素を示
す概略図である。本明細書では、概して、図１の移動局１５０といった移動局に関して記
載されるが、当業者は、ノードＢ１００といった基地局が、おそらく幾分より複雑であっ
ても同様の電気回路を備えることを理解するであろう。
【００２２】
　いずれにしても、図２に図示される送受信器システム２００は、送信器セクション２１
０と、受信セクション２５０と、制御処理セクション２９０とを備える。送信器セクショ
ン２１０は、送信器（ＴＸ）アナログ回路２２０と、キャリアＴ１処理回路２３０及びキ
ャリアＴ２処理回路２４０とそれぞれ示される、送信用に変調されたキャリアを生成する
、２つのキャリア処理回路とを備える。同様に、受信器セクション２５０は、受信器（Ｒ
Ｘ）アナログ回路２６０と、キャリアＲ１処理回路２７０及びキャリアＲ２処理回路２８
０と示される、受信されたキャリアを復調し復号するための２つのキャリア処理回路とを
備える。
【００２３】
　送信器回路２１０及び受信器回路２５０は、制御処理回路２９０によって制御される。
制御処理回路２９０は、３ＧＰＰ　ＨＳＰＡ仕様書といった１つ以上の無線通信標準に準
拠した、１つ以上のプロトコルスタックを特に実装するように構成される。具体的には、
制御処理回路２９０は、図３に示される例示的な処理回路３００のようなデジタル処理回
路を備えてもよい。
【００２４】
　当業者は、ノードＢ１００又は移動局１５０で使用される処理回路の具体的な構成を変
更し得ることを理解するであろうが、図３に示されるように、例示的な処理回路３００は
、１つ又は複数のマイクロプロセッサ３１０、デジタル信号プロセッサ３２０等と共に、
カスタムのデジタルハードウェア３３０を備える。これらの一部又は全部は、１つ以上の
通信プロトコルと共に、本明細書に記載される特定のマルチキャリア制御データアグリゲ
ーション技法（specific　multi-carrier　control　data　aggregation　techniques）
を実行するように、適当なソフトウェア及び／又はファームウェアで設定されてよい。当
業者はまた、１つ以上のマイクロプロセッサ３１０と、デジタル信号プロセッサ３２０と
共に、他のデジタルハードウェア３３０が、単一の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）に
含まれてもよいこと、又は、複数のプロセッサ３１０若しくは３２０及び／若しくは種々
のデジタルハードウェア３３０が、個別にパッケージ化されるかシステムオンチップ（Ｓ
ｏＣ：system-on-a-chip）に組立てられるかを問わず、複数の別個のコンポーネントに割
り振られてもよいことを理解するであろう。
【００２５】
　いずれにしても、処理回路３００はさらに、プロセッサ３１０及び３２０による実行の
ためのプログラムコードで設定される、メモリ３３５（これはまた、全部又は一部が、単
一のＡＳＩＣ上に、プロセッサ３１０及び３２０と他のハードウェア３３０と共に、又は
、別個のコンポーネントと共に実装され得る）を備える。具体的には、メモリ３３５（フ
ラッシュ、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）、光学式ストレージ、磁気ストレージ等といっ
た種々のタイプを含み得る）は、制御データ処理コード３４０を備える。制御データ処理
コード３４０は、マルチキャリアデータ送信において制御チャネルデータをアグリゲート
するために、本明細書に記載される１つ以上の技法を実行する際に、プロセッサ３１０及
び／又は３２０によって使用するためのプログラム命令を備える。メモリ３３５はさらに
、他のプログラムコード３５０と、プログラム及び設定データ３６０とを備える。当業者
は、従来のハードウェア及びソフトウェア設計技法を適用して、図３に図示されるものと
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類似した処理回路を用いて、本明細書に開示される種々の進歩的な（inventive）方法を
実装してもよいことを理解するであろう。
【００２６】
　図４は、物理チャネルのＨＳＰＡキャリアへの従来のマッピングを示す。この基本的な
マッピングは、ＨＳＰＡシステムにおける、制御チャネルのアンカーキャリアへのアグリ
ゲーションのための出発点である。図４は、２つのダウンリンクキャリア及び２つのアッ
プリンクキャリアの場合、即ち、対称的なシナリオを示すが、一般に、任意のユーザに割
り当てられるダウンリンクキャリア及びアップリンクキャリアの数は、同一である必要は
ない（非対称的なシナリオ）。さらに、本明細書に開示される制御チャネルアグリゲーシ
ョン技法は、２つのキャリアのみを用いるシステムでの使用に制限されるわけではない。
当業者であれば、これらの技法が３つ以上のキャリアと共に使用する場合に容易に適合さ
れ得ることを認識する。
【００２７】
　図４に示される種々のチャネルの極めて簡単な説明を述べる。ダウンリンク上で、高速
物理ダウンリンク共有チャネル（ＨＳ－ＰＤＳＣＨ：High-Speed　Physical　Downlink　
Shared　Channel）は、１つ以上の移動局を送信先とするダウンリンクパケットデータを
搬送し、高速共有制御チャネル（ＨＳ－ＳＣＣＨ：High-Speed　Shared　Control　Chann
el）は、変調フォーマット、使用されるチャネライゼーションコード、ＨＡＲＱ情報等と
いった、ＨＳ－ＰＤＳＣＨに関連する制御情報を搬送する。フラクショナル専用物理チャ
ネル（Ｆ－ＤＰＣＨ：Fractional　Dedicated　Physical　Channel）は、移動局のアップ
リンク送信電力を制御するために用いられる電力制御コマンドを搬送する。複数のユーザ
の電力制御コマンドが、この１つのチャネルに多重化されるという意味で共有されている
。Ｅ－ＤＣＨ絶対的許可チャネル（Ｅ－ＡＧＣＨ：E-DCH　Absolute　Grant　Channel）
は、特定の移動局に、当該移動局がアップリンクで送信できる最大データレートを通知す
る絶対的許可を搬送し、Ｅ－ＤＣＨ相対的許可チャネル（Ｅ－ＲＧＣＨ：E-DCH　Relativ
e　Grant　Channel）は、特定のユーザに、当該ユーザが現在許可されているレートを増
加させ／減少させ／維持するべきかを通知する相対的許可を搬送する。最後に、Ｅ－ＤＣ
Ｈ　ＨＡＲＱインジケータチャネル（Ｅ－ＨＩＣＨ：E-DCH　HARQ　Indicator　Channel
）は、特定の移動局に、トランスポートブロックがノードＢによって成功裏に受信された
かを通知するためのＡＣＫ／ＮＡＣＫを搬送し、共通パイロットチャネル（ＣＰＩＣＨ：
Common　Pilot　Channel）は、全てのユーザにブロードキャストされるパイロットシンボ
ルを搬送する。
【００２８】
　アップリンク上で、Ｅ－ＤＣＨ専用物理データチャネル（Ｅ－ＤＰＤＣＨ：E-DCH　Ded
icated　Physical　Data　Channel）は、アップリンクパケットデータを搬送し、Ｅ－Ｄ
ＣＨ物理制御チャネル（Ｅ－ＤＰＣＣＨ：E-DCH　Physical　Control　Channel）は、Ｈ
ＡＲＱ情報、トランスポートフォーマット、及びバッファステータス（例えば、「ハッピ
ー」ビット（happy　bit））といったアップリンクＥ－ＤＰＤＣＨに関連する制御情報を
搬送する。高速専用物理制御チャネル（ＨＳ－ＤＰＣＣＨ：High-Speed　Dedicated　Phy
sical　Control　Channel）は、特定のトランスポートブロックが移動局において成功裏
に受信されたか否かをノードＢに通知するためのＡＣＫ／ＮＡＣＫを搬送し、チャネル品
質インジケータ（ＣＱＩ：Channel　Quality　Indicator）は、移動局によって観測され
たチャネル品質を、ダウンリンクにおけるリンク適応（link　adaptation）及びスケジュ
ーリング時のノードＢの使用のために、ノードＢに通知すべく報告する。最後に、専用物
理制御チャネル（ＤＰＣＣＨ：Dedicated　Physical　Control　Channel）は、ダウンリ
ンクにおける専用チャネルの電力レベルを制御するための電力制御コマンド及びパイロッ
トシンボルを少なくとも搬送する。
【００２９】
　本発明の幾つかの実施形態において、複数のダウンリンクキャリアからのＦ－ＤＰＣＨ
、Ｅ－ＡＧＣＨ、Ｅ－ＲＧＣＨ、及びＥ－ＨＩＣＨは、単一のダウンリンクアンカーキャ
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リアにアグリゲートされる。その結果、これらの実施形態のうちの一部において、ダウン
リンクキャリアは図５に示されるように構成されるが、ここでは、アンカーキャリア（Ｄ
Ｌキャリア１）及び補足キャリア（ＤＬキャリア２）の双方についての対応する制御チャ
ネルデータが結合され、アンカーキャリア、即ち、ＤＬキャリア１上で送信されるという
意味において、５１０と表される制御チャネル信号の一群がアグリゲートされる。
【００３０】
　図５に示される特定の構成において、２つの残りの制御チャネル（ＣＰＩＣＨ及びＨＳ
－ＳＣＣＨ）は、補足キャリアの高速パケットデータチャネル（ＨＳ－ＰＤＳＣＨ）と共
に、補足キャリア（ＤＬキャリア２）上に残存している。この制御情報は、ダウンリンク
パケットデータチャネルに密接にカップリングされている（tightly　coupled）－例えば
、ＣＰＩＣＨチャネルは、移動局に、伝搬路の状況を推定するための重要な情報を提供す
る。従って、このデータをアンカーチャネルに移動させることは、望ましくないか、実現
不可能なことがある。しかしながら、ＤＬキャリア２は、この制御情報を帯域内で送信す
ることによって、即ち、同一の拡散符号を用いて、ＨＳ－ＰＤＳＣＨ上で高速パケットデ
ータとこの制御データを時間多重することによって、依然として、完全に「クリーンなキ
ャリア（clean　carrier）」（即ち、符号多重化された制御チャネルを有さない）として
送信されてもよい。これにより、補足キャリア上にはダウンリンクパケットデータチャネ
ルのみが実質的に残されることになるであろう。当業者は、１つ以上の制御チャネルを高
速パケットデータチャネルと時間多重するための種々の技法があり得ることを理解するで
あろう。
【００３１】
　アップリンクの場合、本発明の幾つかの実施形態において、２つ以上のアップリンクキ
ャリア上のＤＰＣＣＨ（電力制御コマンド）からの制御情報の一部が、単一のアップリン
クアンカーキャリア上にアグリゲートされる。また、２つ（又は、２つ以上）のアップリ
ンクキャリアからのＨＳ－ＤＰＣＣＨ制御情報がアグリゲートされてもよい。（２つのキ
ャリアについてのＨＳ－ＤＰＣＣＨ情報のアグリゲーションは、３ＧＰＰのリリース８標
準によって現在カバーされている。）アグリゲーションの後、これらの実施形態における
アップリンクキャリアは、図６に示されるように構成される。ここでは、補足アップリン
クキャリア（ＵＬキャリア２）のＤＰＣＣＨのパイロットを除く全てとＨＳ－ＤＰＣＣＨ
とが、アンカーキャリア（ＵＬキャリア１）についての対応するデータと結合され、６１
０で示されるように、アンカーキャリア上で送信される。
【００３２】
　図５に示されるダウンリンク構成と同様に、図６は、補足キャリア上の２つの残りの制
御チャネル、即ち、Ｅ－ＤＰＣＣＨと、ＤＰＣＣＨからのパイロット６２０とを示す（Ｕ
Ｌキャリア２）。この場合も、この制御情報は、アップリンクパケットデータチャネル（
Ｅ－ＤＰＤＣＨ）と密接にカップリングされている。再び、ＵＬキャリア２を（符号多重
された制御チャネル無しの）完全にクリーンなキャリアとして正確に構成するために、こ
の制御情報は帯域内で送信され得る（即ち、同一の拡散符号上に時間多重され得る）。こ
れにより、補足キャリア上にはアップリンクパケットデータチャネルのみが実質的に残さ
れることになる。この場合も、種々の技法を用いて、制御情報のこの帯域内シグナリング
を提供してもよい。
【００３３】
　以下は、複数のキャリアからの制御情報を単一のアンカーキャリア上にアグリゲートす
るための幾つかの技法の詳細な説明である。これらの技法は、ダウンリンク及びアップリ
ンクの双方において特定のＨＳＰＡチャネルに適用される。しかしながら、当業者は、こ
れらの技法のうちの幾つかが、以下で議論されるものとは異なる制御チャネルに適合され
てもよいことを認識するであろう。さらに、これらの技法は、マルチキャリアＨＳＰＡシ
ステムへの適用に限定されず、他のマルチキャリアシステムにも同様に適用されてもよい
。
【００３４】
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　図５を再び参照すると、ダウンリンクアンカーキャリアにアグリゲートされるべき制御
情報は、Ｅ－ＡＧＣＨ、Ｅ－ＲＧＣＨ、Ｅ－ＨＩＣＨ、及びＦ－ＤＰＣＨによって搬送さ
れる。これらは以下の議論において別個に扱われる。
【００３５】
　Ｅ－ＤＣＨ絶対的許可チャネル（Ｅ－ＡＧＣＨ）は、図７に示されるようなフレーム構
造を備える、固定レート（３０キロビット／秒、拡散率は２５６）のダウンリンク物理チ
ャネルである。絶対的許可メッセージ（即ち、Ｅ－ＡＧＣＨ制御情報）は、２ミリ秒のサ
ブフレームにつき、６０個の符号化ビットから成る－これらの６０個のビットは、特定の
移動局をターゲットとしている。絶対的許可は、移動局に、当該移動局が送信時に許可さ
れる最大のデータレートを通知する。3rd　Generation　Partnership　Project,　"Multi
plexing　and　channel　coding　(FDD)",　3GPP　TS　25.212,　version　8.3.0　Relea
se　8,　September　2008に示されるように、６０個の符号化ビットは、図８に示される
一般的なコーディングチェーンに従って生成される。
【００３６】
　図８に示されるように、６ビットの絶対的許可メッセージは、ブロック８１０に示され
るように、５個の絶対的許可値ビット（xavg.1－xavg.5）を１つの絶対的許可範囲ビット
（xags.1）と多重化することによって形成される。ブロック８３０、８４０、及び８５０
にそれぞれ示される符号化、レートマッチング、及び物理チャネルマッピングに先立って
、ブロック８２０に示されるように、特定の移動局は、１６ビットのＵＥ固有の巡回冗長
検査（ＣＲＣ：cyclic　redundancy　check）シーケンスを６ビットの絶対的許可メッセ
ージ（xag.1－xag.6）に付加することでアドレス指定される。ＵＥ固有のＣＲＣシーケン
スは、６ビットの許可メッセージから生成されるＣＲＣシーケンスを、Ｅ－ＲＮＴＩ（E-
DCH　Radio　Network　Temporary　Identifier：Ｅ－ＤＣＨ無線ネットワーク仮識別子）
と呼ばれる、ネットワークによって移動局に割り当てられる、ＵＥ固有の識別子（ＩＤ）
シーケンスでマスキングすることによって生成される。
【００３７】
　全ての移動局は、同一のＥ－ＡＧＣＨチャネルをリッスンし、当該Ｅ－ＡＧＣＨチャネ
ルを復号しようと試みる。しかしながら、ＵＥ固有のＣＲＣを生成するために使用された
ＩＤと一致するＩＤを有する移動局のみが、許可メッセージを成功裏に復号することがで
きるであろう。他の全ての移動局においては、ＣＲＣチェックは失敗するであろう。この
ようにして、絶対的許可メッセージは、意図されたＵＥのみが利用可能となる。
【００３８】
　本発明の幾つかの実施形態において、複数のダウンリンクキャリアからの全てのＥ－Ａ
ＧＣＨ制御シグナリングは、アンカーキャリアにアグリゲートされる。同じ（又は少ない
）総数のＥ－ＡＧＣＨが維持されてもよい。即ち、各キャリアについて個別の絶対的許可
メッセージが維持されてもよい。各キャリアについての絶対的許可メッセージは、ユーザ
固有であり且つキャリア固有である移動局識別子シーケンス（Ｅ－ＲＮＴＩｓ）を割り当
てることによって区別され得る。割り当ては、ネットワークと移動局との間で、各Ｅ－Ｒ
ＮＴＩがどのキャリアに対応するかに関して共通の理解があるようになされる。従って、
移動局は、その２つ以上のＥ－ＲＮＴＩの各々を用いて「デマスクされた（de-masked）
」受信されたＣＲＣビットに対応する、２つ（又は２つ以上）のＣＲＣシーケンスを用い
て、各Ｅ－ＡＧＣＨメッセージを復号しようと試みることができる。このようにして、こ
れらのＣＲＣのうちの１つが、意図された移動局において成功裏にチェックされるたびに
、移動局は、絶対的許可メッセージがどのキャリアに対応するかを把握する。
【００３９】
　１つの例において、ネットワークが絶対的許可メッセージを特定の移動局に２つのキャ
リアについて送信することを望んでいると仮定する場合、且つ、２つの割り当てられたＩ
Ｄシーケンスが、キャリア１に対応するＥ－ＲＮＴＩ１とキャリア２に対応するＥ－ＲＮ
ＴＩ２であるとさらに仮定する場合、ネットワークは、符号分割多重化を用いて、同一の
サブフレームにおいて同時に２つの異なるＥ－ＡＧＣＨチャネライゼーションコードを使
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用して、２つの絶対的許可メッセージを同一の移動局に送信することができる。この例に
おいて、Ｅ－ＲＮＴＩ１は第１のＥ－ＡＧＣＨチャネライゼーションコードに用いられ、
Ｅ－ＲＮＴＩ２は第２のＥ－ＡＧＣＨチャネライゼーションコードに用いられる。あるい
は、ネットワークは、２つの絶対的許可メッセージを、同一の移動局に同一のＥ－ＡＧＣ
Ｈチャネライゼーションコードでシグナリングし得る。ただし、異なるサブフレームの期
間中に、即ち、時分割多重化を用いてである。当業者は、符号分割多重アグリゲーション
スキームを用いれば、ネットワークと移動局との間に、どのＥ－ＡＧＣＨチャネライゼー
ションコードがどのキャリアに対応するのかについて、共通の「理解（understanding）
」（即ち、静的に設定されようと動的に設定されようと、所定の関係）がある限り、１つ
のＥ－ＲＮＴＩのみを各ユーザに用いることが可能なことを理解するであろう。
【００４０】
　上述した符号分割多重化アグリゲーションスキーム又は時分割多重化アグリゲーション
スキームの別の代替案は、単一のＥ－ＲＮＴＩ及び単一のＥ－ＡＧＣＨチャネライゼーシ
ョンコードのみが用いられるが、２つ以上のキャリアからのＥ－ＡＧＣＨメッセージビッ
ト（例えば、図７の入力値）が単一のメッセージにアグリゲートされるアプローチである
。幾つかの実施形態において、この結合されたメッセージは、シングルキャリアＨＳＰＡ
実装について用いられるのと同じ数のトータルビット（例えば、６個）を含み得る。他の
場合、増加された数のトータルビット（例えば、７個以上）が用いられる。いずれの場合
も、この後者のアプローチは概して、シグナリングされるインデックスを電力オフセット
（最終的には送信レート）にマッピングする、（つまり、３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．２１２
、ｖ．８．３．０に定義されるテーブルと比較して）新たな絶対的許可テーブルの設計を
要する。特に幾つかの実施形態において、シグナリングされるインデックスは、テーブル
内のインデックスの絶対的な位置に応じて、許可が単一のキャリアだけに与えられたのか
複数のキャリアに与えられたのかを示し得る。
【００４１】
　Ｅ－ＤＣＨ相対的許可チャネル（Ｅ－ＲＧＣＨ）は、図９に示されるフレーム構造を有
する、固定レート（拡散率１２８）のダウンリンク物理チャネルである。相対的許可メッ
セージ（即ち、Ｅ－ＲＧＣＨによって搬送される制御情報）は、２ミリ秒のサブフレーム
につき３つの値を有する長さ１２０シーケンスから成り、そのようなシーケンスの各々が
特定の移動局をターゲットとする。相対的許可は、例えば、ＤＰＣＣＨに関連する電力オ
フセットの大きな変更（step　change）の必要性を示すことによって、移動局のデータレ
ートを増加させ、維持し、又は減少させるかどうかを移動局に通知する。3rd　Generatio
n　Partnership　Project,　"Physical　channels　and　mapping　of　transport　chan
nels　onto　physical　channels　(FDD)",　3GPP　TS　25.211,　version　8.2.0　Rele
ase　8,　October　2008に詳細に示されるように、特定の移動局は、異なる長さ１２０の
特徴的配列を異なる移動局に割り当てるネットワークによって、アドレス指定される。標
準によって４０個の異なるシグネチャが定義されているが、これは１つのＥ－ＲＧＣＨチ
ャネルが４０の異なるユーザをアドレス指定することが可能なことを意味する。１つのセ
ルに４０を超えるユーザが存在する場合、付加的なチャネライゼーションコードを用いて
付加的なＥ－ＲＧＣＨチャネルが定義されるが、この各々は付加的な４０のユーザをアド
レス指定することが可能である。
【００４２】
　ｌ番目の長さ１２０のシグネチャシーケンスは、次のように定義される：
【００４３】
【数１】

【００４４】
　ここで、シーケンスｃｉ、ｃｊ及びｃｋは、４０個の異なる長さ４０の基本シーケンス
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のセットから選ばれ、全てが±１の値を有する。基本のセットは、シーケンス間で低い相
互相関を有するように設計される。ユーザごと（ｌごと）に、異なる値ｉ、ｊ、ｋが割り
当てられる。例えば、第１のユーザについて、ｉ＝０、ｊ＝２、ｋ＝１３の値が割り当て
られてもよく、第２のユーザについて、ｉ＝１、ｊ＝１８、ｋ＝１８の値が割り当てられ
るなどしてもよい。
【００４５】
　第ｌ番目のユーザについてＥ－ＲＧＣＨ上で送信される実際のシーケンスは、ａｓｉと
して与えられるが、ここで、ａは相対的許可メッセージそれ自体である。相対的許可メッ
セージは、現在許可されているレートについて、制御メッセージが増加、維持、又は減少
であるかに応じて、３つの可能値、＋１、－１、又は０をとることができる。
【００４６】
　最大で４０個の異なる移動局が同一のＥ－ＲＧＣＨチャネルをリッスンし、受信された
信号と移動局に割り当てられたシグナチャシーケンスｓｌとの相関演算をすることで、シ
グナリングされたＥ－ＲＧＣＨメッセージを受信しようと試みる。Ｅ－ＲＧＣＨメッセー
ジを生成するのに用いられたものと一致するシグネチャシーケンスを有する移動局のみが
、大きな（正の又は負の）相関値を検出するであろう。大きな正の値が得られた場合、移
動局はそのレートを増加させる。大きな負の値が得られた場合、移動局はそのレートを減
少させる。小さな相関値が得られた場合、移動局は当該移動局がアドレス指定されていな
いか、アドレス指定されているが相対的許可メッセージは「維持」であることを把握する
。このようにして、相対的許可メッセージは、意図された移動局だけに利用可能となる。
【００４７】
　本発明の幾つかの実施形態において、複数のダウンリンクキャリアからの全てのＥ－Ｒ
ＧＣＨ制御シグナリングは、アンカーキャリア上にアグリゲートされる。これらの実施形
態の中には、同じ総数のＥ－ＲＧＣＨが維持されるものもあれば、より少ない数の別個の
Ｅ－ＲＧＣＨが維持されるものもある。しかしながら、いずれの場合も、長さ１２０のシ
グネチャシーケンスの割り当ては、移動局固有であり且つキャリア固有であり得る。割り
当ては、ネットワークと移動局との間で、各シグネチャシーケンスがどのキャリアに対応
するのかについて共通の理解（即ち、静的に設定されようと動的に設定されようと、所定
の関係）があるようになされる。
【００４８】
　例えば、ネットワークが相対的許可メッセージを特定の移動局に２つのキャリアについ
て送信することを望んでいると仮定する場合、且つ、この移動局についての２つの割り当
てられたシグネチャシーケンスが、（アップリンク）キャリア１に対応するｓ０と、（ア
ップリンク）キャリア２に対応するｓ１であると仮定する場合、ネットワークは、例えば
符号分割多重を用いて、２つの異なるＥ－ＲＧＣＨチャネライゼーションコードを同一の
サブフレームで同時に用いて、２つの相対的許可メッセージを同一の移動局にシグナリン
グしてもよい。この例において、シグネチャシーケンスｓ０は第１のＥ－ＲＧＣＨチャネ
ライゼーションコード上で用いられる一方で、シグネチャシーケンスｓ１は第２のＥ－Ｒ
ＧＣＨチャネライゼーションコード上で用いられる。あるいは、ネットワークは、２つの
相対的許可メッセージを同一のＵＥに同一のＥ－ＲＧＣＨチャネライゼーションコード上
でシグナリングしてもよい。ただし、異なるサブフレームの期間中に、即ち、時分割多重
化を用いてである。この別のアプローチによれば、シグネチャシーケンスｓ０は第１のサ
ブフレーム期間中に用いられ、シグネチャシーケンスｓ１は第２のサブフレーム期間中に
用いられるであろう。ＣＤＭＡアグリゲーションスキームの場合、ネットワークと移動局
との間に、どのＥ－ＲＧＣＨチャネライゼーションコードがどのキャリアに対応するかに
ついて共通の理解があるならば、ユーザごとに１つのシグネチャシーケンスｓ１のみを用
いることが可能であることに留意されたい。
【００４９】
　Ｅ－ＤＣＨハイブリッドインジケータチャネル（Ｅ－ＨＩＣＨ：E-DCH　Hybrid　Indic
ator　Channel）は、Ｅ－ＲＧＣＨ（図９を参照）と全く同じフレーム構造を有する固定
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レート（拡散率１２８）のダウンリンク物理チャネルである。ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセー
ジ（即ち、Ｅ－ＨＩＣＨ制御情報）は、特定の移動局をターゲットとする、２ミリ秒のサ
ブフレームにつき３つの値を有する長さ１２０のシーケンスから成る。ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
は、移動局によって先に送信された対応するデータが基地局によって正確に受信されたか
否かを、移動局に通知する。
【００５０】
　Ｅ－ＨＩＣＨについてのシグネチャシーケンス及び制御メッセージは、Ｅ－ＲＧＣＨの
場合と全く同じ方法で生成され及び検出される。唯一の相違点は、アドレス指定された移
動局による制御メッセージの解釈の仕方である。＋１の値はデータが正確に受信されたこ
とを示し、－１の値はエラーが発生し、それ故に再送信を必要とすることを示す。０（ゼ
ロ）の値は、（ＡＣＫとは対照的に）「標識無し（no　indication）」として非サービン
グセル（non-serving　cells）によってのみ用いられる。移動局がＥ－ＲＧＣＨ制御メッ
セージとＥ－ＨＩＣＨ制御メッセージとを区別できるように、１つ（又は複数）の異なる
チャネライゼーションコードが２つの制御チャネルのそれぞれに用いられるか、又は、Ｅ
－ＨＩＣＨ及びＥ－ＲＧＣＨを指定する４０個のシグネチャシーケンスのセットの異なる
サブセットと共に、同一のチャネライゼーションコードが用いられる。
【００５１】
　本発明の幾つかの実施形態において、Ｅ－ＲＧＣＨについて上述した方法と同じ方法は
、複数のダウンリンクキャリアからのＥ－ＨＩＣＨ制御シグナリングをアンカーキャリア
上にアグリゲートするためにも用いられる。つまり、シグネチャシーケンスの割り当ては
、移動局固有であり且つキャリア固有であるようになされる。さらに、上述したように、
符号分割多重化アプローチ又は時分割多重化アプローチのいずれかを用いて、複数のキャ
リアからの制御情報がアグリゲートされる。
【００５２】
　フラクショナル専用物理チャネル（Ｆ－ＤＰＣＨ：Fractional-Dedicated　Physical　
Channel）は、図１０に示されるスロット構造を有する、固定レート（拡散率２５６）の
ダウンリンク物理チャネルである。Ｆ－ＤＰＣＨ上で搬送される制御情報は、最大で１０
個の異なるユーザについての送信電力制御（ＴＰＣ：transmit　power　control）コマン
ドから成る。１スロットあたりのビットの総数は２０であり、各ユーザのＴＰＣコマンド
は２ビット長である。スロット内の特定の２ビットのＴＰＣコマンドの位置は、図１０に
示されるように、ＮＯＦＦ１ビット及びＮＯＦＦ２ビットの対応する数を定義することに
よって決定される。ユーザごとに異なる値のＮＯＦＦ１及びＮＯＦＦ２を割り当てること
によって、１スロットあたり１０個のサブスロットが効率的に作られる。このようにして
、１０人の異なるユーザについてのＴＰＣコマンドは、同一のＦ－ＤＰＣＨ上に時間多重
され得る。１つのセルにこれよりも多くのユーザが存在する場合、付加的なチャネライゼ
ーションコードを用いて、付加的なＦ－ＤＰＣＨチャネルが定義され、この各々が１０人
の付加的なユーザをアドレス指定することが可能である。
【００５３】
　本発明の幾つかの実施形態において、複数のダウンリンクキャリアからの全てのＦ－Ｄ
ＰＣＨ制御シグナリングはアンカーキャリア上にアグリゲートされる。同じ総数（または
、より少ない数）のＦ－ＤＰＣＨが維持される。但し、各Ｆ－ＤＰＣＨにおけるサブスロ
ットの割り当ては、移動局固有であり且つキャリア固有である。割り当ては、ネットワー
クと移動局との間に、各サブスロットがどのキャリアに対応するのかについて共通の理解
（即ち、静的に設定されようと動的に設定されようと、所定の関係）が存在するようにな
される。
【００５４】
　例えば、ネットワークはＴＰＣメッセージを特定の移動局に２つのキャリアについて送
信することを望んでいると仮定する場合、且つ、当該移動局についての２つの割り当てら
れたサブスロットは、キャリア１に対応するサブスロット‐０とキャリア２に対応するサ
ブスロット‐１であるとさらに仮定する場合、幾つかの実施形態において、ネットワーク
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は、同一のスロット中の２つの割り当てられたサブスロットを用いて、即ち、時分割多重
化を用いて、各キャリアについてのＴＰＣメッセージを同一の移動局にシグナリングする
。あるいは、２つの異なるＦ－ＤＰＣＨ上のサブスロット‐０が、同一の移動局に割り当
てられてもよい。この場合、ネットワークは、２つのＴＰＣメッセージを同時にシグナリ
ングするように構成されてもよい。ただし、２つの異なるチャネライゼーションコードを
用いて、即ち、符号分割多重化を用いてである。この符号分割多重化アプローチによれば
、ネットワークと移動局との間に、どのＦ－ＤＰＤＣＨチャネライゼーションコードがど
のキャリアに対応するのかについて、共通の理解がある必要がある。この場合も同様に、
種々の実施形態において、この所定の関係は静的に又は動的に設定され得る。
【００５５】
　幾つかの実施形態において、アップリンク側では、アップリンクアンカーキャリア上で
アグリゲートされるべき制御情報は、ＤＰＣＣＨ及びＨＳ－ＤＰＣＣＨによって搬送され
る制御情報である。（図６を参照。）ＨＳ－ＤＰＣＣＨ制御情報のアグリゲーションの詳
細は、本明細書において詳細に記載されない。なぜなら、少なくとも１つのアグリゲーシ
ョン技法が、現在のリリース８　３ＧＰＰ標準で取り上げられているからである。実際、
標準化の議論の間に、幾つかの特定のアグリゲーション方法が提案された。従って、幾つ
かの合理的な方法は既に当業者に知られている。このため、以下の議論は、ＤＰＣＣＨ制
御情報のアグリゲーションについてのみ焦点を合わせる。
【００５６】
　ＤＰＣＣＨは、少なくとも２つの制御情報、即ち、伝搬チャネルの状況を推定するため
に基地局によって用いられる専用パイロットシンボルと、種々のダウンリンク信号を電力
制御するための送信電力制御（ＴＰＣ）コマンドとを搬送する。実際、パケットデータの
みのシナリオの場合、即ち、Ｅ－ＤＰＤＣＨのみが送信される状況の場合、レガシーの専
用物理データチャネル（ＤＰＤＣＨ）が無ければ、ＤＰＣＣＨはパイロット及びＴＰＣコ
マンドのみを搬送する。（これは、閉ループ送信ダイバーシチが無効である場合にまさに
当てはまるので、送信重みを設定するために用いられるフィードバック情報ビットの必要
性が無くなる。）パイロットは一般に、同一のキャリア上に残存して各キャリア上のＥ－
ＤＰＤＣＨの復調をサポートしなければならないため、パイロットをアンカーキャリア上
にアグリゲートすることはできない。しかしながら、ＴＰＣビットをアンカーキャリア上
にアグリゲートすることはできる。
【００５７】
　図１１は、アップリンクＤＰＣＣＨの構造を示す。ＤＰＤＣＨは設定されないため、フ
ィードバック情報（ＦＢＩ：feedback　information）ビットはゼロであり（ＮＦＢＩ＝
０）、トランスポートフォーマット結合インジケータ（ＴＦＣＩ：transport　format　c
ombination　indicator）ビット（ＮＴＦＣＩ＝０）と仮定すると、２つのＤＰＣＣＨス
ロットフォーマットが利用可能である：（１）６個のパイロットビット（Ｎｐｉｌｏｔ＝
６）と４個のＴＰＣビット（ＮＴＰＣ＝４）を有するスロットフォーマット＃４、及び（
２）８個のパイロットビット（Ｎｐｉｌｏｔ＝８）と４個のＴＰＣビット（ＮＴＰＣ＝２
）を有するスロットフォーマット＃１。
【００５８】
　本発明の幾つかの実施形態において、２つ以上のダウンリンクキャリア上のＤＰＣＣＨ
からの全てのＴＰＣコマンドは、アンカーキャリア上にアグリゲートされる。２つのアッ
プリンクキャリアの場合、これは４個のＴＰＣビットを有するＤＰＣＣＨスロットフォー
マット＃４を用いて容易に実現され得る。この場合、最初の２つのビットは、キャリア１
についてのＴＰＣコマンドをシグナリングするために用いられ、最後の２つのビットは、
キャリア２についてのＴＰＣコマンドをシグナリングするために用いられ得る。
【００５９】
　同様に、４つのキャリアの場合、４つのＴＰＣビットは、１つのキャリアにつき１つの
ビットのみを用いて、ＴＰＣコマンドをシグナリングするために用いられ得る。しかしな
がら、これは信頼性のあるＴＰＣ検出を確実にするために、ＤＰＣＣＨ電力を増加させる
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ことを要するであろう。あるいは、２つのＤＰＣＣＨチャネルを、２つのチャネライゼー
ションコードを用いて設定し及び送信して、８つのＴＰＣビットへのアクセスを与えても
よい。このアプローチによれば、第１のＤＰＣＣＨは、例えば１つのキャリアについて２
つのビットを用いて、最初の２つのキャリアについてのＴＰＣコマンドをシグナリングす
るために用い得る。また、第２のＤＰＣＣＨは、第３及び第４のキャリアについてのＴＰ
Ｃコマンドシグナリングするために用いられ得る。随意的に、第２のＤＰＣＣＨ上のパイ
ロットビットは、電力を節約するためにオフにされ得る。２つのＤＰＣＣＨチャネルが１
つのチャネライゼーションコードによってのみ分けられる、この後者のアプローチでは、
ネットワークと移動局との間で、どのＤＰＣＣＨチャネライゼーションコードがどの１つ
又は複数のキャリアに対応するのかについて、共通の理解がある必要がある。
【００６０】
　当業者は、マルチキャリアシステムの複数のキャリアに対応する制御情報を単一のアン
カーキャリア上にアグリゲートするための上述した詳細な技法が、１つ以上の補足キャリ
アをパケットデータのみの送信のために最適化することを可能にし得ることを理解するで
あろう。換言すれば、上述したように、「クリーンな（clean）」キャリアを設定するこ
とで、設定しない場合に可能なデータレートよりも高いデータレートの実際的な実現を容
易にし得る。より一般的に言えば、結果として得られるクリーンなキャリアは、パフォー
マンスの改善、柔軟性、及び／又は効率性の組み合わせを提供する、進化したデータ指向
の機能を実装することを実現するものである。それに応じて、制御情報のアンカーキャリ
ア上へのアグリゲートは、同一チャネルの高データレートのパケットデータチャネルによ
って生じる過剰な干渉から制御情報を保護して、制御チャネルデータについての信頼性の
改善をもたらす可能性がある。
【００６１】
　幾つかの具体的なアグリゲーション技法が、ＨＳＰＡシステムのコンテキストで、多く
の場合、特に２つのキャリアのＨＳＰＡシステムのコンテキストで上述されているが、当
業者はまた、これらの技法が、アップリンク、ダウンリンク、又はこれらの双方上に２つ
以上のアグリゲートされたキャリアを有するマルチキャリアシステムに対して、より一般
的に適用され得ることを理解するであろう。従って、図１２の処理フロー図は、個別のア
ウトバウンドパケットデータトラフィックチャネルが各送信キャリア信号にマッピングさ
れ、個別のインバウンドパケットデータトラフィックチャネルが少なくとも第１及び第２
の受信キャリア信号の各々にマッピングされるシナリオにおいて、データを２つ以上の送
信キャリアの各々を介して遠隔ノードに送信するための一般的な方法を示す。図１２に示
される特定の方法は、基地局ノードにおける実装に適している。但し、本質的に同一の方
法は、「アップリンク」キャリア及び「ダウンリンク」キャリアへの言及を単に反転させ
ることによって、移動局において実装されてもよい。
【００６２】
　図示の方法は、ブロック１２１０に示されるように、第１及び第２のアップリンクキャ
リア信号を受信することから始まり、各キャリア信号は個別のインバウンドパケットデー
タトラフィックチャネルを搬送する。ブロック１２２０に示されるように、第１のアップ
リンクキャリア信号に対応する制御チャネルデータは、第２の受信キャリア信号に対応す
る同様の制御チャネルデータと結合される。ブロック１２３０に示されるように、トラフ
ィックチャネルデータは第１及び第２のダウンリンクキャリア信号の各々で（例えば、キ
ャリアごとの個別のＨＳ－ＰＤＳＣＨを介して）同時に送信されるが、ブロック１２４０
に示されるように、結合された制御チャネルデータは、（ダウンリンクについての「アン
カー」キャリアとみなされ得る）第１のダウンリンクキャリア信号でのみ送信される。
【００６３】
　幾つかの実施形態において、第２の（補足の）キャリア信号で送信される個別の物理制
御チャネルは存在しない。これらの実施形態において、第２のキャリア信号は完全に「ク
リーン」であり、同一キャリア上の制御チャネルへの干渉を懸念することなく、第２のキ
ャリア信号によって搬送されるパケットデータチャネルの非常に高いデータレートの使用
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を容易にする。（完全にクリーンなキャリアは、以下に記載するように、密接にカップリ
ングされた制御チャネルデータの帯域内シグナリングによってのみ実現することができる
。この制御情報は、高速パケットデータをサポートするために、どのような形にせよ常に
シグナリングされなければならない。）しかしながら、他の実施形態において、１つ以上
のタイプの制御チャネルデータは、各キャリア上のダウンリンクパケットデータチャネル
に密接にカップリングされ（closely　coupled）得るので、ブロック１２５０に示される
ように、第２のダウンリンクキャリア信号上のこの密接にカップリングされた制御チャネ
ルデータを送信することが有利になる。このシナリオにおいて、第２のダウンリンクキャ
リア信号は、部分的に「クリーンにされる（cleaned）」にすぎない。しかしながら、先
に議論したように、この密接にカップリングされた制御チャネルを「帯域内で」移動させ
る種々の技法、即ち、制御チャネルデータを高速パケットデータと時間多重することを用
いて、補足キャリア上の符号分離された（code-separated）物理制御チャネルの必要性を
完全に取り除き得る。
【００６４】
　送信アンカーキャリア上で結合され得る制御チャネルデータのタイプは、次のいずれか
を含むが、これらに限定されるわけではない：少なくとも第１及び第２の受信キャリア信
号の各々に対応する電力制御コマンド；少なくとも第１及び第２の受信キャリア信号の各
々に対応する絶対的許可データであって、対応する受信キャリア信号についてのインバウ
ンドパケットデータトラフィックチャネル上での送信についての最大データレートを示す
絶対的許可データ；少なくとも第１及び第２の受信キャリア信号の各々に対応する相対的
許可データであって、対応する受信キャリア信号に対応するインバウンドパケットデータ
トラフィック上での送信についてのデータレートにおける変化を示す相対的許可データ；
少なくとも第１及び第２の受信キャリア信号の各々で受信されるパケットデータに対応す
る、肯定応答データ（ＡＣＫ）、否定応答データ（ＮＡＣＫ）、又はこれらの双方；及び
、少なくとも第１及び第２の受信キャリア信号の各々に対応するチャネル品質データ。
【００６５】
　第１及び第２の受信（即ち、インバウンド）キャリア信号に対応する制御チャネルデー
タが送信（即ち、アウトバウンド）キャリア信号上での送信のためにアグリゲートされる
制御チャネルアグリゲーション技法を図１２の処理フローが示すことを、当業者は理解す
るであろう。２つ以上の送信（アウトバウンド）キャリア信号の各々に対応する制御チャ
ネルデータはまた、単一の送信キャリア信号上にアグリゲートされ且つ送信され得る。従
って、例えば、２つの送信キャリアの各々上のパケットデータチャネルに用いられる変調
及び／又は符号化スキームを定義するトランスポートフォーマット情報は、例えば、２つ
の受信キャリア信号に対応するＨＡＲＱフィードバック（即ち、ＡＣＫ及び／又はＮＡＣ
Ｋ）と共に、単一のアンカーキャリア上に結合され且つ送信されてもよい。２つ以上の送
信キャリア信号の各々上のアウトバウンドパケットデータチャネルに対応する制御チャネ
ルデータの他の例は、２つ以上の送信キャリア信号の各々についてのアウトバウンドパケ
ットデータトラフィックチャネルに対応する送信バッファステータスデータと、アウトバ
ウンドパケットデータトラフィックチャネルの各々についてのアウトバウンドパケットデ
ータトラフィックチャネルに対応する自動再送要求処理データ（例えば、処理識別子）と
を含むが、これに限定されるものではない。これらの一部又は全部が、本発明の種々の実
施形態において、単一のアンカーキャリア上にアグリゲートされ且つ送信されてもよい。
【００６６】
　上述したように、場合によっては、２つ以上のキャリアからの他の制御データが単一の
キャリア上に送信のためにアグリゲートされるとしても、ある制御データ、特にパイロッ
トシンボルを、当該制御データに対応するパケットデータチャネルと同じキャリア上に残
すことは有利であり得る。幾つかの実施形態において、この残りの制御データは、少なく
とも１つのキャリア信号上で、アウトバウンドパケットデータトラフィックチャネルと時
間多重されて、トラフィックデータと制御データとの双方を含むアウトバウンド結合物理
チャネルを形成し得る。この結合物理チャネルは、次いで、拡散符号で拡散されてアウト
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バウンドスペクトル拡散信号を形成し、キャリア上で送信されることができる。このよう
にして、単一の拡散符号信号のみが送信される、完全に「クリーンな」キャリアを形成す
ることができる。
【００６７】
　２つのキャリアからの制御データを結合して、アグリゲートされた制御チャネルデータ
を形成するための２つの具体的な方法は、図１３及び図１４に示される。言うまでもなく
、これらの方法は一例にすぎない。当業者は、これらの方法の変形もまた可能であること
を理解するであろう。
【００６８】
　図１３の処理フローに示される方法において、２つのキャリア信号の各々からの制御チ
ャネルデータは、巡回冗長検査（ＣＲＣ）データといった誤り検出符号を含むか、又は、
誤り検出符号を形成するように処理される。第１のキャリアについての制御チャネルデー
タのＣＲＣは、ブロック１３１０に示されるように、第１の識別子（例えば、Ｅ－ＲＮＴ
Ｉ）でマスクされる。同様に、第２のキャリアについての制御チャネルデータのＣＲＣは
、ブロック１３２０に示されるように、第２の識別子（例えば、Ｅ－ＲＮＴＩ）でマスク
される。次に、ブロック１３３０に示されるように、第１及び第２のマスクされたＣＲＣ
は、それぞれ第１及び第２のチャネライゼーションコードを用いて符号分割多重化されて
、単一のアンカーキャリア上での送信のために個別の物理チャネルを形成する。
【００６９】
　図１３に示されるスキームによれば、受信ノード（例えば、ダウンリンク送信の場合に
は、移動局）は、どの制御チャネルデータが第１及び第２のキャリアの各々に対応するの
かを、第１及び第２の識別子を用いて識別することができる。第１及び第２の識別子は、
受信ノードによって、所定の関係に従って第１及び第２のキャリア信号に対応することが
把握されている。（この関係は静的に定義されてもよい。その場合、上記関係は受信ノー
ドに「ハードコードされ（hard-coded）」）てもよいし、又は、例えばサービング基地局
によって移動局にブロードキャストされる設定データを用いて動的に設定されてもよい。
）あるいは、受信ノードは、どの制御チャネルデータがどのキャリアに対応するのかを第
１及び第２のチャネライゼーションコードを用いて判定してもよい。幾つかの実施形態に
おいて、第１及び第２のチャネライゼーションコードが第１及び第２のキャリアに対応す
ることは受信ノードにより把握され得る。（この場合も、この所定の関係は静的に又は動
的に設定されてもよい。）実際、図１３に示される方法の変形例において、単一のＥ－Ｒ
ＮＴＩのみが第１及び第２のＣＲＣの双方をマスクするために用いられる。というのは、
受信ノードは、受信された制御チャネルデータを、データを拡散するために用いられたチ
ャネライゼーションコードを用いて、適当なキャリアにマッチングすることができるから
である。
【００７０】
　制御チャネルデータをアグリゲートするための別の技法は、図１４の処理フローに示さ
れる。図１３に示される方法と同様に、第１及び第２のキャリア信号にそれぞれ対応する
、第１及び第２の制御チャネルデータの各々についての誤り検出符号（例えば、ＣＲＣデ
ータ）は、それぞれ第１及び第２の識別子（例えば、移動局に割り当てられたＥ－ＲＮＴ
Ｉ）でマスクされる。これは、図１４においてブロック１４１０及び１４２０に示される
。ブロック１４３０に示されるように、（対応する制御チャネルデータそれ自体に加えて
）マスクされた誤り検出符号は時分割多重化される。この時分割多重化されたデータは、
次いで、アンカーキャリア上での送信のためにチャネライゼーションコードを用いて拡散
され得る。この場合、受信ノードは、特定のＣＲＣデータストリングが、受信ノードに対
応する識別子でマスクされており、且つ、特定のキャリアに対応することが受信ノードに
よって把握されていることを検出することによって、どの制御チャネルデータがどのキャ
リア信号に対応するのかを判定することができる。従って、例えば、移動局には、２つの
キャリア信号の各々について特定のＥ－ＲＮＴＩが割り当てられていてもよい。特定の制
御チャネルデータセグメントが当該Ｅ－ＲＮＴＩでマスクされていることを検出すること
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いて、受信ノードは、どのキャリア信号が特定の制御チャネルデータエレメントに対応す
るかを、時分割多重化されたシーケンスにおけるデータの位置に基づいて判定するように
構成されてもよい。これらの実施形態において、単一の識別子を用いて、双方のキャリア
についての制御チャネルデータの誤り検出符号をマスクしてもよい。というのは、データ
を識別するために個別の識別子は必要ではないからである。
【００７１】
　１つのアンカーキャリア上での送信のために制御チャネルデータをアグリゲートする別
の技法は図１５に示される。図示された処理フローは、ＨＳＰＡシステムにおけるＥ－Ｒ
ＧＣＨデータのアグリゲーションについて上述された具体的な方法を幾らか一般化した技
法を示す。図示された処理は、ブロック１５１０に示されるように、第１のキャリア信号
（例えば、第１のキャリアについてのＥ－ＲＧＣＨデータ）に対応する第１の制御チャネ
ルデータを、（先に述べた１２０ビットのシグネチャシーケンスといった）第１のシグネ
チャシーケンスを用いて符号化することから始まる。ブロック１５２０に示されるように
、第２のキャリア信号に対応する第２の制御チャネルデータは、第２のシグネチャシーケ
ンスを用いて符号化される。第１及び第２の制御チャネルデータは、これらの個別のシグ
ネチャシーケンスに基づいて受信ノードによって識別でき、次いで、キャリア信号にマッ
ピングされた１つ以上の物理制御チャネルを用いて、単一のキャリア信号上にアグリゲー
トされ且つ送信され得る。ブロック１５３０に示されるように、これは、符号化された第
１の制御チャネルデータと符号化された第２の制御チャネルデータとを、それぞれ第１及
び第２のチャネライゼーションコードを用いて符号分割多重化することを含み得る。ある
いは、これは、符号化された第１の制御チャネルデータと符号化された第２の制御チャネ
ルデータとを、アンカーキャリア信号の第１及び第２のサブフレームを用いて時分割多重
化することを代わりに含み得る。当業者は、これらのスキームの変形及び組み合わせもま
た可能であることを理解するであろう。
【００７２】
　図１２から図１５の処理フロー図に示される技法は、様々な無線リンクのいずれにおい
ても送信端及び受信端の一方又は双方において実装され得る。少し詳しく上述したように
、これらの技法は、３ＧＰＰのＨＳＰＡ動作をサポートするネットワークにおける動作の
ために構成されるノードＢ及び／又は移動局において実装され得る。従って、本発明の実
施形態は、基地局における使用か移動局における使用かに関わらず、図示され且つより一
般的に上述された技法に係る方法、及び、これらの技法の１つ以上を実行するように構成
された無線送受信器を含む。しかしながら、当業者は、本発明の本質的な特徴から逸脱す
ることなく、本明細書に具体的に記載されたものとは異なる方法で、本発明が実行され得
ることを認識するであろう。本実施形態は、あらゆる観点で例示的なものであって限定的
なものではないと考えられるべきであり、添付の特許請求の範囲の意味及び均等の範囲内
の全ての変更は、本明細書に包含されるものと意図される。
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